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日琉両言語における「A接ハ B-B スル」構文
ウエイン・ローレンス
１．はじめに
　日本語に次の例に見られるような構文構造がある。
水際で小さな魚は隠れては泳ぎ、隠れては泳ぎしていました。
朝からスコールのような雨が降っては止み、止んでは降りしていました。
　「A 接ハ B、A 接ハ B スル」、あるいは「A 接ハ B、B 接ハ A スル」とでも形式化できるこ
の構文は「動作や現象が短い周期で連続的に反復して起こることを表す」（日本語記述文
法研究会 2008:112）ものである。ところが、琉球の諸方言には、二つの事態の反復を表
す構文としてこれとは別のものが存在する。次の二つの例は首里方言のものである。（本
稿では例文で出典を挙げていないものはインフォーマントから得られたもので、謝辞で
名前を挙げているので、ご参照いただきたい ｡）
taccee ii-ii ssi,maci-kaɴtii sooɴ
「立っては座り、立っては座りして、待ちかねている ｡」
sutumiti-kara ʔattabui ssi,hutee hari-hari sooibiitaɴ
「朝からスコールで、降っては止み、降っては止みしていました ｡」
　那覇方言における反復法を概観した野原（1992[1972-73]）にはこの「A 接ハ B-B スル」
構文（略して A-B-B 構文と呼ぶことにする）は取り上げられていないが、最近の文法
記述（吉屋 1999；下地 2006；Lawrence 2009）には紹介されるようになった。筆者の
不勉強で看過している可能性は大いにあるが、管見の限りでは本土のことばには A-B-B
構文の存在は報告されていないようである。本稿では、琉球方言にみられるこの A-B-B
構文を比較言語学の見地から考察して、この構文が日琉祖語に遡る蓋然性が高いことを
論じる。
　A-B-B 構文にせよ、A-B-A-B 構文にせよ、文型の中の「スル」は、日本語の「... タ
リ ... タリ　スル」構文におけるそれと同じように、アスペクト・時制等を表す形態素を
担うためにだけ添えられる動詞であるから、本稿ではこの構文中の動詞の語順を中心に
考察を進め、構文中の「スル」と「テハ」の要素についてはあえて扱わないことにする。
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　本稿では、琉球諸方言の分節音は音韻表記(tu=[tu],ti=[ti],si=[ɕi],cu=[tsu],ci=[tɕi],
aa=[aː]）を使用する。伊良部島方言の反舌音の [ɭ] を /r/ の異音とみなし、与那国方言
の母音間の [ŋ] を /g/ とする。
２．琉球語
２. １　南琉球方言
　八重山方言の一つである鳩間方言に次のような A-B-B 構文の例を見ることができる。
naɴgee toori-toori seeti　「投げてはたぐり」（加治工 1990:57)
maasee parasee-parasee sii　「回しては行かせて」（加治工 1973:50)
maaree kii-kii sii　「回っては来て」（加治工 1973:53)
muiɴgaaree kii-kii sii　「生え変わっては来て」（加治工 1973:35)
miritee turi-turi sii　「見ては取り」（加治工 1973:87)
sukasi kee sukai-sukai sii　「お連れして来ては使い」（加治工 1973:102)
tatitee biri-biri suɴ　「立っては座り」
ffaitee nibi-nibi suɴ　「食べては寝」
　この A-B-B 構文の変種として、スルの連用形が反復する例もある。
ffaiti nibee sii-sii suɴ　「食べては寝」
tureeti kaasee sii-sii butaɴ-nu　「取っては売ってしていたが」（加治工 1973:70)
　ffaitee nibi-nibi suɴ「食べては寝」の構造を下の (a) のように考えるなら、スルの
連用形が反復している ffaiti nibee sii-sii suɴ「食べては寝」は同じ「A ハ B-B スル」
の構造が一歩右にずれた (b) という構造で、B を請けるためにスルが挿入されていると
考えられる。
(a)　動詞 1　動詞 2 (b)　動詞 1　動詞 2 – スル
　　　 　　　
A ハ　B　B – スル A ハ　 B　B – スル
　加治工 (1973) は、約 130 分間の対話や物語の録音資料を文字に起こしたものが中心の
書物で、その中に A-B-B 構文の例は上記の 6 例があるから、ほぼ 20 分に一回の頻度で
使われているという計算になる。なお、同じ資料に A-B-A-B や A-B-B-A 構文が一度
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も使われていないのは注目に値しよう。
　他の八重山方言にも A-B-B 構文が見られる。
・石垣方言
zjuusaɴsiɴ-naa sii turi kiitee-jaa,…azanuhaa tuɴna harï-harï sïda-soora「13
セントばかりして取って来ては、アダンの葉を取りに行ったものだよね ｡」（日本放
送協会 1972b:239)
kee-ja sïtumudee-ja asanibi sii-ja urï-urï sïï basjoɴ ada-sïraa「（帰って）来
ては、朝は朝寝をしている時もあったんだよ ｡」（日本放送協会 1972b:241)
・竹富方言
ssumi-jaa uki-uki sii-suɴga...「包んでは置き、包んでは置きしているが」（福田・
真下ほか 1984:58)
・小浜島方言
bunikiwaa uri-uri haita-tu...「跳び上がっては降り、跳び上がっては降りしてい
たが」（福田・真下ほか 1984:178)
maɴzii-pï-nu...huka-ɴgee tuɴdisiti,kairi-kairi hairuɴketu...「マンジャー火が...
外に飛んでは帰り、外に飛んでは帰りして、そうしていると ...」（福田・真下ほか
1984:268)
・与那国方言
ɴmaiɴk’it’i-ja si-si-du isi-but’a-ga…「繋いでは来ていたが」（日本放送協会
1972b:343)
　宮古の諸方言にもこの A-B-B 構文が頻繁に使われている。
・伊良部島佐和田長浜方言
ikja mii-mii asi uibadu「何度も行っては見ていたが」（宮古民話の会 1981:118)
zasïcï-ɴ nuurii macii-u-tigaa judanjaa ahuda ani-gama-ga ivginarrasii uziɴ-
nu muci’iccii-ja mai-ɴkai ɴcii-ja pjar-pjar asii-utar「座敷に上がって待ってい
ると、間もなくしてウエートレスが、重たそうにお膳を運んできては、おのおのの
前に置きました ｡」（渡久山 2001)
tui-ja cïï-cïï sïtar「取っては着て、取っては着て、を繰り返した ｡」（下地 2006:
103)
・伊良部島仲地方言
kaiïzjaa uki-uki「転んでは起き (= こけつ、まろびつ )」
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nacci mii-ja baraïzi mii-mii asï「泣いたり笑ったりする」
・狩俣方言
kjaasii-ja kakï-kakï sii sïsïmaɴ「消したり書いたりで進まない ｡」（名嘉真 1986:
95)
・平良西里方言
baɴta-ga baasu-nu munoo kaɴgai-jaa nacïkasii-tii umui-ju sï-sï saiga「私た
ちの時代のものは考えては懐かしいと思ったりしているんですよ ｡」（日本放送協会
1972b:176)
・城辺比嘉方言
mii-ja ɴgjaa ucïkï-ucïkï sii「(魚はとれ次第）目玉をくり抜いては置いて」（城辺
町史編纂委員会 1990:613)
・城辺福里方言
kafjuuturjaa mii-mii ssibadu「隠れては見ていると」（城辺町史編纂委員会 1990:
737)
kjuu-mai aca-mai umui-jaa sigari-sigari uribadu「今日も明日も考えては悩み
苦しんでいると」（城辺町史編纂委員会 1990:712)
・城辺保良方言
munaa faiccjaa niv-niv-nu daruu「物を食べては寝る怠け者」（城辺町史編纂委
員会 1990:504)
　宮古方言は「スル」を反復する（鳩間の ffaiti nibee sii-sii suɴ のような）構文はな
いようであるが、これは、宮古方言はこの文型を成立させるために「スル」の挿入を許
容しないからであると想定できる。
２. ２　北琉球方言
　A-B-B 構文は沖縄中南部方言にも使われている。
jaa-ɴkai cjee ʔuɴ cjoo tii kamitee niɴzi-niɴzi simiseeteeru gutooɴ「家に（帰っ
て）来ては、その人は（心配で）手を上げては寝ていたそうだよ｡」（伊芸 1992:151)1
kanee ʔuccee nubasi-nubasi suɴ「鉄は打っては延ばしたりする｡」（吉屋 1999:351)
kwakkitee mii-mii suru cii-nu curasaa,nuu-ni-ɴ taturaraɴtaɴ「見え隠れする
乳房の美しさと言ったら例えようが無かった ｡」（吉屋 1999:496)
　和文からの方言訳の例に sukutee kami-kami si...「お代わりしては食い、お代わり
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しては食う｡｣2（宜志 2001:38）がある。逐語的に＊ sukutee kami,sukutee kami si... に
訳されていないということは、この方言に A-B-A-B 構文がないことを示唆する資料と
して解釈できる。また、南琉球の鳩間方言にある、一歩右方に「A ハ B-B スル」の構造
が移動して「スル」が反復する例は沖縄方言にも見出せる。
mucigwaasi nusudi kadee sii-sii sooɴ「餅菓子などを失敬しては頂戴し、頂戴し
ては失敬している ｡」（宜志 2001:37)
ʔuma ʔizi jukutee sii-sii…「（仕事の合間に）そこに行っては休み ､...」（伊芸 
1992:232)
ʔuri cikitooti,kabigwaa-ɴ jatee sii-sii ssi「それをつけていては、紙も破りして」
（日本放送協会 1972a:290)
　沖縄北部方言に次のような例がある。
・金武町金武方言
kadi-ja niɴbi-niɴbi, sikuci see.「食べては寝ばっかりして、仕事しろ ｡」
hataki kaziti jukui-ja uui-uui, mee-kaci susumaɴ. ʔacaa naiɴ-doo.「畑を耕
しては休み、耕しては休み、前に進まない。明日になるぞ ｡」
・大宜味村田嘉里方言
izee ɸai-ɸai suɴ「行ったり来たりする ｡」
ʔwaa-too juɴmuɴ,muɴ kwatee niɴbi-niɴbi suɴ「豚と同じように、食べては寝、
食べては寝する ｡」
・国頭村与那方言
usu iccjakitee husi-husi saani-ru maasu cjukui-gutu...「潮をひっかけては干し
て、塩を作るから ...」（遠藤ほか 1990:26)
　奄美方言も A-B-B 構文が使われている。
・与論町麦屋東方言
puku-ɴcjaɴ tutjaa mii-mii sjuɴ「服を（手に）取っては見、取っては見する ｡」
taroo zjaa-nu hutu-ɴcjaɴ waa-jaa-kati kicjaa juɴ-juɴ sjuɴ「太郎は次郎のこと
を、私の家に来るたびに、話をする ｡」
・徳之島浅間方言
nacjïï-ja ʔii-ʔii sjuɴda「泣いては話し、泣いては話しする ｡」
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ʔicjïï-ja kami-kaami sjuɴda「言っては食べ、言っては食べする ｡」
・徳之島井之川方言
kucci wëëti-ja kami-kami「殺して、分配しては食べた」（本田 1992:125)
sii ʔiki-ʔiki sjuu muɴ ʔati「して行っては、するものだった」（本田 1992:174)
・徳之島金見方言
taisjoogata-ja ʔmaa-na nuti, toɴdoro ʔizi teppoo ʔuccja ʔiki-ʔiki sjutaɴ-pe-
dareɴ「大将方は馬に乗って、所々に行って鉄砲を撃っては行き、撃っては行きして
いたそうな ｡」（福田・岩瀬ほか 1984:12)
・奄美大島大和浜方言
cïgicïgi ʔmaa-nu hagi-ba uthï nagï-nagï「つぎつぎ馬の脚を折っては投げ」（琉
球列島班 1990:46)
ʔmaa-nu cju-ɴkhja-ba gocisoo sjari si-jaa,cïgi-nu jaa-haci uduri-ga ʔiki-
ʔiki,gasi sjurjoothi「そこの人たちをご馳走したりしては、次の家へ踊りに行き、
そうしていました ｡」（琉球列島班 1993:130)
ʔurï-ba sjuu-naɴ cïkïthï-jaa,jaa-nu naha-ba hare-hare,gasi sjoothi,...「それを
潮水につけては、家の中を祓い、そうしまして ､...」（琉球列島班 1993:179)
　徳之島の井之川と浅間の方言では、この構文は、A が起こってその後に B がずっと続く、
という別の意味で使われるのが普通であるというが、上の例から少なくとも与論方言と
大和浜方言では A-B-B 構文は二つの事態の交互反復を表すから、これは徳之島方言で
生じた改新であると思われる。
２. ３　結論
　以上見てきたように、「A 接ハ B-B スル」構文は琉球方言の四大下位方言群すべてに及
んで使われている。このことからこの構文は琉球祖語まで遡るといえる。
　「A 接ハ B-B スル」構文で、A と B が同じ動詞（つまり「A 接ハ A-A スル」）の場合も
ある。例えば奄美大島大和浜方言の例で、…-ci ʔici-jaa ʔii-ʔii sjagaccjana…「… と繰
返し言いながら …」（琉球列島班 1990:29）がある。これと同じ言い方は八重山の鳩間
方言（...-ti azee azi-azi sii,...）や徳之島の浅間方言（...ʔicjïï-ja ʔii-ʔii sjuɴda）にお
いても可能であるが、宮古、首里、田嘉里や与論の方言ではこの言い方はしないという。こ
れは、別の言い方がある（首里 ʔii-keesi-geesi、田嘉里 acirasi-keesuɴ、与論 muditjaa 
ʔii-ʔii sjuɴ、など）からと考えられる 3｡
　なお、この研究をするにあたって、多くの方言資料に目を通したが、「A 接ハ B、A 接ハ
B スル」と「A 接ハ B、B 接ハ A スル」の例は一つも見付からなかった。
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３．日本語
３. １　古典語
　10 世紀後半成立の『かげろふ日記』には次の件
くだり
がある（文政元年（1818）刊板本）。
「三月つこもりかたにかりのこのみゆるをこれをとをつゝかさぬるわさをいかてせん
とてゝまさくりにすゝしのいとをなかうむすひてひとつむすひてハゆひ 〱してひき
たてたれハいとようかさなりたり」[巻一　四十四丁表 ]4
　日本古典文学全集（小学館）の現代語訳ではこの文章は「三月の末ごろに、卵
かりのこ
が目に
ついたので、これを十ずつつなげるくふうを、なんとかやってみようと思って、手なぐ
さみに、生
す ず し
絹の糸を長く結び、卵を一つ結んではくくり、結んではくくりして、ぶらさ
げてみると、とてもうまくつながった ｡」となっているが、原文のこの件をどう読むか、
すなわち、くりかえし符号（くの字点）がどこに係るか、解釈が分かれるところである。
原文には読点はないが、日本古典文學大系（川口久雄校注）では原文を「一つむすびては、
ゆひ 〱して ､」と読点を施している。一方では、新日本古典文学大系（今西祐一郎校注）
では「一つむすびてはゆひ ､ 〱して」と「ゆひ」の後に加点をし、脚注として「「一つ
むすびては結ひ」全体の反復」としている。すなわち、日本古典文學大系では読みは「む
すびてはゆひゆひして」の A-B-B 構文に当たり、対して新日本古典文学大系では読み
は「ひとつむすびてはゆひ、ひとつむすびてはゆひして」の A-B-A-B 構文となる ｡『蜻
蛉日記古註釈大成』（日本文学古註釈大成）の『蜻蛉日記解環』では「ひとつむすびては、
ゆひゆひして」と読点を打っているから 5、A-B-A-B と読ませるのは新しい解釈のよう
である 6｡ 他に A-B-B の例がないなら、現代日本語の A-B-A-B に倣って読むのは適切
な判断と思われるが、しかし他に例は無くはない。
　A-B-B 構文として解釈が可能な例は 13 世紀後半の『沙石集』（無住道暁著）にみられ
る。貞享 3年（1686）刊本に次の例がある。
「或
ル
山寺ニ慳貪ナル房
バウ
主
ズ
アリテ粘
アメ
桶一
ツ
 モチテ只一人アル小兒ニイサヽカモクハセズ
是ハ人ノクヘハ死ヌ物ゾトテタヾ一人クヒテハヨクヲキ 〱シケルヲ此
ノ
 兒イカヾ
是ヲクハマシト思テ」[巻七　三十九丁表 ]7
　同じ『沙石集』であるが、梵舜本（慶長 2 年（1597）写）ではこの説話の冒頭部分は
次のようになっている（読点「ヽ」は朱筆）。
「或山寺ノ坊主ヽ慳貪ナリケルカヽ飴ヲ治シテヽ只一人クヰケリヽヨクシタヽメテヽ棚ニ
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置 〱シケルヲヽ一人アリケル小児ニヽクワセスシテヽ是ハ人ノ食ツレハ死ル物ソト云
ケルヲヽ」[巻八　十丁表 ]8
　日本古典文学大系は梵舜本に依拠しており、くりかえし符号を残しているが、安田 
（1977:153）も、そしてごく最近の、文部科学省検定済の北原（2008:12）もここを「よ
くしたためて、棚に置き置きしけるを」と読ませている 9｡ これは、梵舜本にある朱筆の
読点が、A-B-A-B 構文（くりかえし符号が「よくしたためて棚に置き」全体に係る）で
あるの解釈を難しくしていると思われる。
　『沙石集』の例を考えると ､『かげろふ日記』の「むすびてはゆひ 〱 して」の例は
A-B-B 構文として解釈するのが妥当だと思われる。次節にみる現代語の例はこの結論を
裏付けることになる。
　中世の口語体資料として知られる抄物にも A-B-B 構文の例が見つかる。書陵部蔵古
活字版『蒙求抄』の「養由號猨」の故事の中に次の件がある。
「楚ノ共王ノ ソ白イ猿ヲモタレタソ夫ヲ中テ取 〱スル」[巻三　四十三丁表 ]
　これは『蒙求』の「楚王有白猨　自射之則搏矢而熙」（書下し文では「楚
そ
王
わう
に白
はく
猨
ゑん
有
あ
り。
自
みづか
ら之
これ
を射
い
れば則
すなは
ち矢
や
を搏
と
りて熙
たはむ
る ｡」）にあたり、二つの動作が繰返し行われることが
読み取れる。また、同じ『蒙求抄』の「紀昌貫虱」の故事の解説に
「矢サキトウシイキヤウテハ落チ 〱スルソ」[巻三　四十三丁表 ]
（矢先同士行き合うては落ち落ちするぞ )
の例も見られる。いずれも A-B-B 構文の例と認められる。
３. ２　現代語
　現代日本語の網羅的な文法書である Martin（1975:408-10)、砂川ほか（1998）、山口・
秋本（2001)10 には A-B-B 構文は顔を出さないが、次の例からわかるように、二十世紀
の前半にはこの構文が使われるのは珍しくなかったのである。
・泉鏡花の『草迷宮』（1908 年刊）
「… 幾
いく
度
たび
も氣
き
になつては、縁
えん
側
がは
から顔
かほ
を出
だ
して植
うゑ
込
こみ
の空
そら
を透
す
かしては見
み
い 〱しまし
た ､…｣11
・杉田久
ひさ
女
じょ
の随筆「朱
ザ
欒
ボン
の花のさく頃」（1920 年筆）
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「ぽんかんの出盛りの頃になると百も二百も買つて石油鑵に入れておいては食べ放題
たべた。お芋だのお菓子の嫌ひだつた私は、非常に果物ずきで、蜜柑畠には入つて、
枝のぽんかんをもいでは食べ 〱した事や、唐黍をかじり、香りの高い鳳梨をむいた
り、びろ
（ママ）
どの様な朱欒の皮をむきすてて平らげたり、八九段もついてゐるバナナの
房を軒に吊しておく楽しみなど ､…」（杉田 1989:208)12｡
・折口信夫の「信太妻の話 一」（1924 年刊）
「それで招魂祭にはよく、時間の間を見ては、行き 〱したものだ ｡」
・早川孝太郎の『猪・鹿・狸』（1926 年刊）
「それからは狩人が猪を舁いで來て表に休む度、酒一升分の價を拂ひ拂ひしたが …」 
（11 頁 )
・徳田秋声の『仮想人物』（1935 年刊 )
「葉子は素直に伸びた白い脛を、波に嬲
なぶ
らせては逃げ 〱してゐた ｡」
・田中（1936:182)
「上人はいつもの通り、米粒を左の手のひらにのせて、同じ左の親指と人さし指で掌
の粒をとっては書き書きしておられる ｡」
　菊池寛訳の『小公女』「15. 魔法」（1927 年刊）にも A-B-B 構文の例がある。
「… 長
なが
い梯
は し ご だ ん
子段を登
のぼ
つて行
い
きました。いつまでたつても登
のぼ
りきれぬ気
き
のするほど、
セエラは疲
つか
れてゐました。セエラは少
すこ
し登
のぼ
つては休
やす
み休
やす
みしました。やつと登
のぼ
りき
らうとすると、屋
や ね う ら べ や
根裏部屋の戸
と
の下
した
から、あかりが洩
も
れてゐるので、うれしくなり
ました ｡」
　これは翻訳文で、この箇所の原文 (Frances Hodgeson Burnett 著 A Little Princess )
は次のようになっている。
“…Really, it was hard for the child to climb the three long flights of stairs 
leading to her attic. She often found them long and steep when she was 
tired; but tonight it seemed as if she would never reach the top. Several 
times she was obliged to stop to rest. When she reached the top landing she 
was glad to see the glimmer of a light coming from under her door.”
　太字の一文をより逐語的に和訳すると「休息を数回余儀なくされた」とでもなるとこ
ろを、訳者は原文の言葉遣いを踏襲せずに、（当時の）日本語的な表現に置き換えている
ことがわかる。
　最後に最近の用例を一つ。
「「投手は広島（カープ）の長谷川良平、これで決まり」、沢村も金田も米田も村山も
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ない。捕手から球が返ってくりゃキャッチボールの如く、すぐ投げる、千切っては
投げ投げ、そのシュートボールの切れのよさ、何せ長谷川とタイガースの渡辺省三
が投げ合うと試合は一時間チョイで終わったことがある ｡」
立川談志ひとり会（1999年10月12日)13
４．「A接ハ B-Bスル」構文の発生過程
　琉球諸方言にあって、琉球祖語に遡るであろう「A 接ハ B-B スル」構文は本土の日本
語にもあり、文献の上では十世紀末まで遡るといえる。この「A 接ハ B-B スル」構文は
琉球語から日本語に入ったとは考えにくい。では、「A 接ハ B-B スル」構文は日本語に、
琉球語のそれとは独立して、出来た文型であろうか。これに答えるためには、先ずこの
文型はどのように成立したのか、そして他の言語にもこの A-B-B 構文があるのかを見
てみる必要がある。
　日本語に「A 接ハ B、A 接ハ B スル」構文があり、実世界における各動作と文中でそれ
を表す動詞との関係を下記の㋑のようにとらえることができる。
㋑ ＜食ベル1＞－ ＜寝ル1＞－ ＜食ベル2＞－ ＜寝ル2＞… [実世界での動作 ]
― ― ― ―
食べる 寝る 食べる 寝る [動詞 ]
― ― ― ―
A ハ B 、 A ハ B [ 構文 ]
　ほかに日本語に「A 接ハ B、B 接ハ A スル」もあるが、この中の最初の B と続く B が同
じ一つの動作を表現していることから考えると、その構造は㋺のようになっていると考
えられよう。
㋺ ＜食ベル1＞－ ＜寝ル1＞－ ＜食ベル2＞－ ＜寝ル2＞… [実世界での動作 ]
― ― ―
食べる 寝る 食べる [動詞 ]
― ―
A ハ B、B ハ A [ 構文 ]
　㋺の中の二つの B が同一の動作を表しているから、㋑に比べて㋺では動詞の数が一つ
減っていることになる。㋺を基にして、更に動詞を一つ減らすと㋩、すなわち「A 接ハ
B-B スル」構文、が出来る。
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㋩ ＜食ベル1＞－ ＜寝ル1＞－ ＜食ベル2＞－ ＜寝ル2＞… [実世界での動作 ]
― ―
食べる 寝る [動詞 ]
―
A ハ B　B [ 構文 ]
　筆者の推測にすぎないが、㋑が実世界での動作をありのままに反映しているから、こ
れは二つの事態の反復を表す最も原始的な表現法であるといえるのではないだろうか。
㋑から㋺、そして㋺から㋩が出来たという成立過程が考えられる。世界の諸言語（特に
日本語と同じ S-O-V の基本的語順の言語14）では、二つの事態の反復を表す構文として
どのようなものが使われているのかを見てみよう。
・英語
A-B-A-B(-A-B)
All I ever do is eat and sleep, eat and sleep, eat and sleep. There must be 
more to a cat’s life than that. But I hope not.「食べては寝、食べては寝、食
べては寝、それ以外には何もしない。猫の一生にはこの他にはきっと何かがあるは
ずだ。ないといいけど ｡」（ガーフィールド15 1978-06-30)
A-B-B-A(-A-B)
Sleep and eat, eat and sleep, sleep and eat – is there no end to this overwork?
「寝ては食べ、食べては寝、寝ては食べ、この過労には終わりがないのか ｡」
(http://www.millcreekbengals.com/quotes-page12.htm)
・中国語（普通語）
A-B-A-B 
失败了再做，失败了再做，终于成功了 .「失敗してはやり、失敗してはやり、とうと
う成功した ｡」 (http://bbs.hbzikao.org/archiver/tid-16855.html)
A-B-B-A
雨下了又停，停了又下，这样的天气实在令人讨厌 .「雨が降っては止み、止んでは降
り、実にいやな天気だ ｡」 (http://bbs.hbzikao.org/archiver/tid-16855.html)
・トルコ語
A-B-A-B
Bu çocuk uyuy-up kalk-ıp uyuy-up kalk-ıp yiy-iyor.「この子は寝ては起き、寝
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ては起きして、（そして）食べる ｡」
A-B-B-A
Sus-up konuş-up konuş-up sus-up, aynı olay-ı anlat-ıyor-sun.「君は黙っては
話し、話しては黙り、同じことを説明している（から、もう止しなさい )｡」
A-A-B
Bu çocuk yiy-ip yiy-ip yat-ıyor.「この子は食べては寝、食べては寝している ｡」
O adam otur-up otur-up kalk-ıyor.「あの男は座っては立ち、座っては立ちして
いる ｡」
・ペルシア語（口語）
A-B-A-B
tanhâ kâri ke mikoneh khordane va khâbidan, khordane va khâbidan.「かれは
食べては寝、食べては寝しかしない ｡」
A-B-B-A
tanhâ kâri ke mikoneh khordane va khâbidan, khâbidane va khordan.「かれは
食べては寝、寝ては食べしかしない ｡」
・タミル語（口語）
A-B-A-B
sāppittu tūn3 karān－,sāppittu tūn3 karān－「彼は食べては寝、食べては寝（ばかり）
する ｡」
A-B-B-A
sāppittu tūn3 karān－,tūn3 kittu sāpitarān－「彼は食べては寝、寝ては食べ（ばかり）
する ｡」
A-A-B
sāppittu,sāppittu tūn3 karān「彼は食べては寝、食べては寝（ばかり）する ｡」
・ミャンマー語
A-B-A-B
mó-ka ywà-laiʔ yaʔ-laiʔ ywà-laiʔ yaʔ-laiʔ pyiʔ-nè-tє｀「雨は降っては止み、降っ
ては止みしている ｡」
tàiɴ-laiʔ tha-laiʔ tàiɴ-laiʔ tha-laiʔ louʔ-nè-tє｀「立っては座り、立っては座りやっ
ている ｡」
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A-B-B-A
mó-ka ywà-laiʔ yaʔ-laiʔ yaʔ-laiʔ ywà-laiʔ pyiʔ-nè-tє｀「雨は降っては止み、止ん
では降りしている ｡」
tàiɴ-laiʔ tha-laiʔ tha-laiʔ tàiɴ-laiʔ louʔ-nè-tє｀「立っては座り、座っては立ちやっ
ている ｡」
・モンゴル語（ハルハ方言）
A-B-A-B
nom unš-i-ž, zuragt üz-e-ž, nom unš-i-ž, zuragt üz-e-ž(üz-e-ž）unt-laa.「本を
読んではテレビを見て、本を読んではテレビを見て、寝た ｡」
A-B-B-A
nom unš-i-ž, zuragt üz-e-ž, zuragt üz-e-ž, nom unš-i-ž(unš-i-ž）unt-laa.「本
を読んではテレビを見て、テレビを見ては本を読んで、寝た ｡」
・韓国語
A-B-A-B 
chelswu-nun mac-ko-nun wul-ko, mac-ko-nun wul-ko ha-myense-to,hyeng 
twis-kkongmwuni-man ccoch-a-tani-nta.「チョルスは殴られては泣き、殴られ
ては泣きしながらも、兄さんのお尻ばかりついて歩いている ｡」
(『小学館朝鮮語辞典』konun の項 )
A-B-B-A
mek-ko-nun ca-ko, ca-ko-nun mek-ko man ha-myen,twayci-ka tway-yo.「食
べては寝、寝ては食べばかりしていると、豚になるよ ｡」
　ここに挙げた八つの言語すべてに㋑と㋺に対応する構文はある。ペルシア語は、反復
構文のほかに、連続反復を表す副詞 hey（くだけた文体）や morattaban（より改まった
文体）を使って二つの事態の反復を表すこともある。
・ペルシア語
{hey/morattaban}miyâd va mire
 連続的に 来る そして 行く
「彼（女）は来ては行きを繰り返している ｡」
　上の言語のうち、英語、中国語、ペルシア語、ミャンマー語、モンゴル語、そして韓
Hosei University Repository
－  －
国語は㋑と㋺の二つの反復表現法しか使わないのである。モンゴル語の口語体では、形
の上で A-B-B になっている nom unš-i-ž,zuragt üz-e-ž üz-e-ž baj-h（文字通り「本
読んで、テレビ見て見ている」）はあることはあるが、これは読書とテレビ観賞が交互に
行われるのではなく、「本を読んで、そしてずっとテレビを見ている」という意味になる。
zuragt üz-e-ž üz-e-ž baj-h だけで「ずっとテレビを見ている」という意味だから、
A-B-B という一つの文型ではなく、たまたま動詞の後に現れる、反復・継続を強調する
反復文型である。トルコ語とタミル語は A-B-B ではなく、A-A-B 構文があり、A-B-
A-B や A-B-B-A 構文よりは普通に使われているそうである。この A-A-B 構文は上の
㋺から最初の動詞が省かれて出来た構文ではないかと考えられる。
　この言語のサンプル数はごく小さいが、傾向としていえるのは、多くの言語では二つ
の事態の反復を表すにはA-B-A-BやA-B-B-A構文が用いられることである。これを短
くして表現する言語は比較的少数で、また短くする場合には最初の動詞を反復して
A-A-B構文にする言語（トルコ語やタミル語）と二番目の動詞を反復してA-B-B構文に
する言語（琉球語）の二通りの表現法があるようである。では、A-B-B構文は日本語
に、琉球語のそれとは独立して、出来た文型かという質問にもどるが、これだけのサン
プルからはS-O-V語順の言語にはA-B-B構文が発達する傾向があるとは言えないと結論
づけられる。そういう傾向が存在しないなら、同系の二つの言語にA-B-B構文があると
すれば、それは独立平行発達よりは、祖語から継承した結果であるという蓋然性が高い
と言えよう。
５．結論
　琉球祖語まで遡ると思われる「A接ハB-Bスル」構文は日本語にもみられるが、これは
『かげろふ日記』が書かれた十世紀に日本語に出来た構文ではなく、日琉祖語から琉球
語と日本語の二つの言語群に引継がれたものである蓋然性が高いのである。４節でみた
他の言語の状況から、日琉祖語にA-B-B構文の他に、A-B-A-B構文もA-B-B-A構文も
併用されていたことが察せられる。しかし、日本語の方でこの三種の反復文型が、隆盛
の差こそあれ、今日まで使われ続けているが、琉球語ではA-B-B構文に圧されて、
A-B-A-B構文とA-B-B-A構文は影を潜めたと考えられる。
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註
1 原文では「家
やー
んぃ」とあるところを「家んかい」に訂正した。
2 夏目漱石の『我輩は猫である』の原文では「代へては食ひ、代へては食ふ。」とある
が、現在では聞かない表現のように思われる。
3 ここの説明は、標準語で「＊今日の朝」といわないのは「今朝」という単語があるか
らだ、というの同じ原理に基づく。
4 http://herakles.lib.kyushu-u.ac.jp/kagerou/bunsei/text/01/01044.htmlによる。宮
内庁書陵部蔵本[巻一　二十九丁裏]は仮名の選択に違いはあるものの、実質的な違
いはない。
5 本居ほか(1908)も同様に読点を注している。なお、天明5年(1785年)刊本（猪熊信男
旧蔵本）には読点があるものの、この箇所は「むすびてハゆひ 〱して。」となって
いる（http://herakles.lib.kyushu-u.ac.jp/kagerou/kaikan/text/06/007.html)。
6 新潮日本古典集成（犬養康校注）の「ひとつ結びてはゆひゆひして、」、講談社学術
文庫（上村悦子訳注）、日本古典全書（喜多義勇校註）の「一つ結びては結ひ結ひし
て、」、角川ソフィア文庫（川村裕子訳注）の「ひとつ結びては結ひ結ひして、」は、
いずれも、くりかえし符号が「ゆひ」のみにかかるという解釈を採用している。今
井 (1986) も同じ（「一
ひと
つむすびてはゆひゆひして」）で、山田 (1987) はくりかえし
符号を残している（「ひとつむすびては、ゆひ 〱 して」）が、「ゆひ」の前に読点を
打つことによって、「ゆひゆひ」の読みを採っていることが判る。小学館の日本古典
文学全集（木村正中・伊牟田経久校注）でも「ひとつ結びてはゆひゆひして、」とあ
るが、同じ校注者をもつ新編日本古典文学全集では「ひとつ結びてはゆひ、結びて
はゆひして、」に変わっている。
7 http://k-aiser.kokugakuin.ac.jp/digital/diglib/syasekisyo2429/mag3/pages/
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page040.html による。
8 お茶の水図書館蔵。三木・山田 (1989:86) では「十分に食っては残りを棚におくな
らわしであった」と現代語に訳している。
9 同じ梵舜本『沙石集』に A-B-B 構文とみられる次の例も挙げられる。
「其地蔵ハトテヽ取出シテヽ面白是コソサカナヨトテヽ地蔵ノ頭ヲヽカフリテハノミ 〱
ヽ腹ノ皮ノキルヽバカリヽ咲テソ酒盛
モリ
ケルヽ」[巻八　十三丁表裏]三木・山田(1989:89)
では「かじっては酒を飲み」と訳している。
10 山口・秋本 (2001:669) は「ポ
(ママ)
プコーンを食べ食べ行く」の例を挙げ、「同じ運動が
繰り返されるが一回一回の運動の独立性が希薄な場合」のように特徴づけている。
しかし、A-B-B 構文の場合の B-B は、A の動作が割ってくることから、B の独立
性は希薄とはいえない。よって、A-B-B 構文にみられる反復は山口・秋本 (2001)
の例にある反復現象と異質のものであるといえよう。また、松村 (1971:704) は「字
を書き書きする」をあげ、「この態を取り得る動詞は限られて」いるとしている。
A-B-B 構文の B の位置に来る動詞はそれほど限られていないようなので、A-B-B
構文における反復は松村 (1971) でいう反復態と別の現象と結論せざるを得ない。
11 同じ泉鏡花の作品で、『薬草取』（1903 年刊）に「それからは私
わたし
が其
そ
の娘
むすめ
に出
で
逢
あ
ふ門
かど
出
で
だつた誕
たんじゃうび
生日に、鈴
すずみ
見の橋
はし
の上
うへ
まで来
き
ては、此
こちら
方を拜
をが
んで歸
かへ
り 〱したですが、…」
の例、『縁結び』（1907 年刊）に「私
わたし
は、其
そ
の繪
ゑ
が大
だい
好
す
きで、開
あ
けちゃ、見
み
い 〱 し
たもんだから、百
ひやくにんいつしゆ
人一首を持
もち
出
だ
して、颯
さつ
と開
あけ
ると、又
また
何
い つ
時でも其
そ こ
處が出
で
る。」の例、
そして『茸の舞姫』（1918 年刊）に「時々、のほん、と立
たちどま
停つては俺
おれ
が方
はう
をふり向
む
いて見
み
い見
み
いするだ。」の例もある。
12 講談社文芸文庫版『杉田久女随筆集』（2003:45）では A-B-B の「もいでは食べ食
べした」となっており、「もいでは食べ、もいでは食べした」の A-B-A-B 構文とし
ては読んでいない。
13 http://www.chudoku.com/hitori/hitori11.html.
14 英語と中国語を除いて、下記の言語はすべて基本語順が「主語 － 目的語 － 動詞」 
である。
15 「ガーフィールド」とは新聞漫画の名前。引用のものは http://garfield.nfshost.
com/?s=%22All+I+ever%22 に掲載。
Hosei University Repository
－  －
参考文献
伊芸弘子（編） 1992．『沖縄　首里の昔話』東京：三弥井書店．
今井卓爾　1986．『蜻蛉日記　釋注と評論』東京：早稻田大學出版部．
遠藤庄治・丸山顯徳・安里和子（編著） 1990．『南島昔話叢書 4　国頭村の昔話』京
都：同朋舎出版．
加治工真市　1973．『沖縄県八重山鳩間島方言』方言録音資料シリーズ15．国立国語研
究所．
加治工真市　1990．「鳩間方言 ― 食関係語彙 ―」『琉球の方言』14:32-89．法政大学
沖縄文化研究所．
宜志政信（訳） 2001．『吾んねー猫どぅやる』那覇：新報出版．
北原保雄（監修） 2008．『古典Ⅰ　改訂版』東京：大修館書店．
城辺町史編纂委員会（編） 1990．『城辺町史　第五巻　民話編』
下地理則　2006．「南琉球語宮古伊良部島方言」中山俊秀・江畑冬生（編）『文法を描
く― フィールドワークに基づく諸言語の文法スケッチ1』85-117．アジア・アフリカ
言語文化研究所．
杉田久女　1989．『杉田久女全集　第二巻』東京：立風書房．
砂川有里子・駒田聡・下田美津子・鈴木睦・筒井佐代・蓮沼昭子・ベケシュ アンドレイ・
森本順子　1998．『日本語文型辞典』東京：くろしお出版．
田中木叉　1936．『日本の光（弁栄上人伝）』大分県東国東郡武蔵町：光明修養会．
渡久山章　2001．「残さびらな・島くとぅば(9)　かつみはまち」『沖縄タイムス』3月3
日朝刊1面．
名嘉真三成　1986．「宮古狩俣の動詞の活用」『琉球の方言』10：89-100．法政大学沖
縄文化研究所．
日本語記述文法研究会（編） 2008．『現代日本語文法6　複文』東京：くろしお出版． 
日本放送協会（編） 1972a．『全国方言資料 第10巻 琉球編Ⅰ』東京：日本放送出版協
会．
日本放送協会（編） 1972b．『全国方言資料 第11巻 琉球編Ⅱ』東京：日本放送出版協
会．
野原三義　1992[1972-73]．「琉球方言の反復法―いわゆる畳語などを中心に―」野原
三義（著）『うちなあぐち考』130-74．那覇：沖縄タイムス社．
福田晃・岩瀬博・松山光秀・徳富重成（編） 1984．『南島昔話叢書3 徳之島の昔話』
京都：同朋舎出版．
福田晃・真下厚・狩俣恵一・仲盛長秀・花城正美（編） 1984．『南島昔話叢書9 竹富
島・小浜島の昔話』京都：同朋舎出版．
Hosei University Repository
－  －
本田碩孝　1992．『奄美民話集5　保マツ嫗昔話集』私家版．
松村明（編） 1971．『日本文法大辞典』東京：明治書院．
三木紀人・山田昭全（訳） 1989．『大乗仏典　中国・日本篇25　無住・虎関』東京： 
中央公論社．
宮古民話の会（編） 1981．『ゆがたい―宮古島の民話 第三集―』
本居豊頴・木村正辞・井上賴囶（校訂） 1908．『國文註釋全書　蜻蛉日記解環』國學院
大學．
安田孝子　1977．『古典新釈シリーズ19　宇治拾遺物語・沙石集』東京：中道館．
山口明穂・秋本守英（編） 2001．『日本語文法大辞典』東京：明治書院．
山田清市（編） 1987．『阿波国文庫本　蜻蛉日記』東京：新典社．
吉屋松金 [比嘉清] 1999．『実践うちなあぐち教本』糸満：南謡出版．
琉球列島班（編） 1990．『長田須磨の奄美の民話と昔がたり―奄美大島大和浜方言の
記録―』文部省重点領域研究「日本語音声における韻律的特徴の実態とその教育に関
する総合的研究」成果報告書．
琉球列島班（編） 1993．『長田須磨の奄美の民話と昔がたり―奄美大島大和浜方言の
記録　その2―』文部省重点領域研究「日本語音声における韻律的特徴の実態とその
教育に関する総合的研究」成果報告書．
Lawrence,Wayne P. 2009. “Southern Ryukyuan,” in N. Tranter(ed.) The Languages of 
Japan and Korea. London: Routledge.
Martin, Samuel E. 1975. A Reference Grammar of Japanese. New Haven, CT.: Yale 
University Press.
Hosei University Repository
